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Summary
It is important for student who aims at a teacher in charge of health education to study
practice science of nursing 2. They are studied skill required as a teacher in charge of
health education at science of nursing 2. For the purpose of substantial practical skill, the
training plan was made newly and two new trials of substantial practical skill practice
time and implementation of the mini lecture before training were performed this year.
Evaluation score of training of cardiopulmonary resuscitation (CPR) and automated
external defibrillator (AED) was the highest at the self-assessment of students by their
students of training. On the other hand, evaluation score of the fundamental statistics
method using Excel was the lowest.
For acquisition of practical skill and an exercise, it has fundamental knowledge about its
practical skill and exercise, and it is thought that it is indispensable for the student to be
repeating practice and performing it, and teacher needs to practice training which makes a
student's interest maintain.
はじめに
養護教諭を目指す学生にとって、日々の講義や実習の積み重ねが礎になることは言うまでも
ないことである。特に、本学においては１年生の後期から始まる実習および演習系の科目は、
講義で得た知識をもとに実際に現場で活動する際に必要な技術を学ぶ場として非常に重要であ
る。本学の看護学実習は看護学実習Ⅰと看護学実習Ⅱに分かれている。看護学実習Ⅰは、看護
学の基礎的な技術や医療的ケアを学ぶ。一方、看護学実習Ⅱは、看護学実習Ⅰで得られた看護
学の基礎的な技術を使い、実際に学校にて起こり得る事例についての対応や処置を学ぶ場とな
っている。
養護教諭の実習のあり方については、先行研究でも検討され、いくつかの問題点が指摘され
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ている。宮城ほか 1)は、養護教育科における臨床実習－その問題点と課題－の中で、教育学部
系および短期大学養護教諭養成課程における学生の臨床実習は、看護師免許を持つ養護教諭特
別学科の学生と比較すると、疾患の理解や救急処置などに自信が持てないのは当然と述べ、そ
の理由として、学習の内容や時間が大幅に異なることを挙げている。
そこで本学の看護学実習Ⅰでは、基礎的な看護技術の習得について、数年前から経験型実習
教育の考え方を取り入れている。経験型実習教育とは、学生の経験と主体性を重視し、実習の
中で問題解決を迫られた経験を教材化し、その解決のために学生が自ら探究する学習過程をと
るものである 2)。看護学実習Ⅰにおいて、経験型実習教育の一環としてガイド学習および小先
生方式を取り入れ、学生が実習に積極的に参加し体験できるようにし、一定の効果をあげてい
る 3)。
一方で、創傷、捻挫、打撲、骨折および鼻出血などの外傷への対応処置は、保健室利用件数
では、小・中・高等学校のどの校種においても常に上位である。平成 11 年に文部省体育局学
校健康教育課より報告された保健室利用状況に関する調査結果では、全体の来室者数からの割
合をみると、外傷への対応処置は、小学校で 26.6％、中学校で 11.1％、そして、高等学校で
8.7％と報告されている 4)。また、近年、児童生徒の体力低下やスポーツおよび運動実施の二極
化が起こっており、児童生徒の生活習慣病や運動器疾患の増加が問題視されている。運動器疾
患の養護教諭の対応について、内尾は、約 4 割の養護教諭が実際の運動器疾患の罹患状況はわか
らないとし、児童生徒、保護者および指導者からの相談に苦慮していると報告している 5)。このように、
養護教諭にとって、救急法を含めた外傷への対応処置は、業務上非常に重要であるにも関わらず、そ
の対応については不十分な点が多い。
そこで、今回、看護学実習Ⅱの内容を大幅に変更し、保健室で使うことの出来る実技および
演習の習得、そして、外傷への対応処置の充実を中心とした新しい養護教諭の育成を大きな目
的に、経験型実習教育を一部に取り入れた実習教育を行い、学生の授業評価や実習レポートな
どから、その効果について検討し、考察した。
１．本学における看護学実習
１・１．小先生およびガイド学習方式による実習展開
本学における看護学実習Ⅰは、看護技術の確かな習得と養護教諭としての教育レベルの向上
を目的に、平成 16 年度より小先生方式を導入した。小先生方式とは、学生が先生役を担い、
学生同士で指導していく実習方式である。実習技術を教員から取得するだけでなく、学生自ら
がグループで事前学習を行い、グループでのデモンストレーションや発表を行うことにより授
業を進めていく。小先生方式は、学生中心の発表や学生らしい工夫を凝らした授業が学生同士
の楽しみとなり、学生には好評であったと報告されている。一方で、実技試験の結果より、学
生の得意、不得意が如実に現れたとも報告されている。これは、小先生を担当した学生と担当
しなかった学生とでは、実習への参加の積極性に差があり、担当した看護技術内容は得意分野
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となるが、担当しなかった実習分野についてはあまり興味がなく、不得意分野になる傾向があ
るという課題が残ったと述べられている 6)。
平成 17 年度からは、単に授業の一部分を発表する「小先生方式」から「ガイド学習」へと
教育方法を前進させた。授業の資料収集、準備、発表、デモンストレーション、指導、まとめ、
後始末、そして、時間配分まで学生中心に行い、学生の積極性、自主性を高めた。学生は、４
人～６人のグループを構成し、当番を担当する。当番は１週間前より準備を開始し、担当教員
との打ち合わせ、資料収集、デモンストレーションの練習などを行い、授業に備える。実技の
練習は助手や担当教員が指導した。学生が積極的に準備を行い、授業を進めることにより高い
満足感を得られることができた。
このように、「ガイド学習」にしても、「小先生方式」にしても、学生が積極的に授業を進め
ていくことにより、学生自身に大きな満足感と実技への自信をつけさせることが可能であると
考え、本年度より看護学実習Ⅱについても、「小先生方式」を取り入れ、授業の一部分を担当さ
せることとした。
１・２．本年度の実習内容
平成 23 年度看護学実習Ⅱにおける実習テーマと内容を表１に示した。本年度は、特に外傷
の対応・処置を中心として日常における養護教諭の業務に必要な実習および演習を新たに組み
入れて実習計画を作成した。本調査では、外傷の対応・処置と保健室業務を中心にしてみてい
く。
実習の第１回から第３回までは、養護教諭にとって重要な業務の一つである健康診断をテー
マに講義、実習および演習を行った。実習内容は、「鈴短小学校の秋季健康診断を運営しよう」
との主テーマを設定し、健康診断の企画・運営および実施について、実習および演習を行った。
第１回は、演習として健康診断個人票の作成、そして、実習として、尿検査、肺活量測定およ
び握力測定を行った。第２回は、実習として、形態測定（身長・体重・座高）、視力検査、聴力
検査および色覚検査、演習として体格指数の算出および健康診断の結果に基づいた状況に応じ
た保健指導を行った。第３回は、健康診断の事後措置として、表計算ソフトを用いた基本的な
統計法についての演習を行った。
第４回は、救急処置の実際として、心肺蘇生法と自動体外式除細動器（以下、AED）の使用
についての実習を行った。本専攻の学生は心肺蘇生法と AED 使用の実習については、夏季休
暇中に３日間の集中講義として日本赤十字社の普通救命救急講習会（以下、日赤救急法と記す）
を受講しており、心肺蘇生法と AED 使用の実技については、一通り行っている。今回は、「実
技が出来る」を目指して、特に心肺蘇生法の人工呼吸および胸骨圧迫を中心に実技中心の授業
形式をとった。
第５回は、保健だよりの作成である。健康診断と同様に、鈴短小学校の保健室が保健だより
を企画、作成し、発行するまでの演習を行った。まず、各学生が作成する月を決めた。その後、
教員より鈴短小学校の年間行事予定を提示し、その行事内容から保健指導の内容を考え、また、
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その月に合った季節の話題を取り入れるなど、より実戦に近い保健だよりの作成を目指した。
第６回は、２つのテーマを設定した。まず１つは、保健室での記録についてである。日常業
務の記録および報告の重要性についての講義を行い、来室者記録用紙を作成する演習を行った。
もう１つは、外傷の処置（１）として、切傷・擦過傷・熱傷の対応・処置の実習を小先生方式
にて行った。それぞれの外傷について、事例を示しながら、フィジカルアセスメントから処置、
事後措置までの一連の流れの実習を行った。
第７回は、外傷の処置（２）として、頭部外傷・鎖骨骨折・肩関節脱臼の対応・処置を小先
生方式にて行った。外傷の処置（１）と同様に、それぞれの外傷について、事例を示しながら、
フィジカルアセスメントから処置、事後措置までの一連の流れの実習を行った。
第９回は、外傷の処置（３）として、突き指・足関節捻挫・筋挫傷・膝前十字靭帯損傷の対
応・処置を小先生方式によって行った。この授業では特に外傷の応急処置としての RICE 処置
についての実習を中心に行った。
表１．実習・演習テーマと内容
回 実習・演習のテーマ 実習・演習の内容 形式
第１回 健康診断の実際（１)
健康診断の実施計画について 講義
健康診断個人票の作成 演習
保健調査・内科・耳鼻科・眼科・歯科・
心電図・寄生虫検診の実際
講義
尿検査・肺活量・握力の実際 実習
第２回 健康診断の実際（２)
身長・体重・座高・栄養状態（体格指
数）・聴力・視力・色覚
小先生
健康診断結果に基づいた保健指導 演習
第３回 健康診断の実際（３)
健康診断の事後措置―Excel を使った
基本的な統計方法―
演習
第４回 心肺蘇生法・ＡＥＤの実際
心肺蘇生法の実際 実習
AED 使用方法の実際 実習
第５回 保健だよりの作成 保健だよりの作成 演習
第６回
保健室での記録
保健室での記録･報告 講義
保健室来室記録紙の作成 演習
切傷・擦過傷・熱傷の対応・
処置
切傷、擦過傷、鼻出血、熱傷の対応・
処置
小先生
第７回
頭部外傷・鎖骨骨折・肩関節
脱臼の対応・処置
頭部外傷・鎖骨骨折・肩関節脱臼の対
応処置
小先生
熱中症の対応・処置 熱中症の対応処置 小先生
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図１．実技試験・課題達成一覧表
第９回
突き指・足関節捻挫・筋挫
傷・膝前十字靭帯損傷の対
応・処置
突き指足関節捻挫筋挫傷膝前十字靭帯
の対応・処置
小先生
２．看護学実習Ⅱにおける新たな試み
２・１．「実技が出来る」ための実習展開
本年度の看護学実習では、「実技が出来る」を授業目標に、新たな取り組みを行った。その
取り組みの詳細について述べる。
２・１・１．実技練習の充分な時間確保と実技試験の徹底
看護学実習Ⅱでは、大幅に実習内容を変更し、外傷の対
応・処置や実際の保健室の運営に必要な演習に多くの時間
を充てた。特に、健康診断、心肺蘇生法・AED 使用および
外傷の対応処置については、実技が出来るまで練習を繰り
返した。また、実技試験については、各実習内容が終了し
た次の週に実技試験の実施および課題レポートの提出
を行うこととした。実技試験においては、不合格にな
ったとしても、次週再度試験を行うことにより、実技の徹底をはかった。そして、図１に示し
た看護学実習Ⅱ実技試験・課題達成一覧表を作成し、実技試験の合格および課題提出をした際
には、一覧表に合格のシールを貼った。
２・２．新しい養護教諭の育成のための実習展開
２・２・１．授業開始前のミニ講話の実施
看護学実習Ⅱの授業開始前に健康に関する話題についてのミニ講話を実施した。講話テー
マおよび内容を表２に示した。ミニ講話は、全６回実施した。講話テーマは、第２回は、体
育の日の制定について、第４回は、秋の日の熱中症、第５回は、三重県で本シーズン初のイ
ンフルエンザ発症、第６回は、葉酸は赤ちゃんの大切なビタミン、第７回は、JOY の結核、
そして、第９回は、2021 年三重県で国体開催であり、学生が興味関心を持つような身近な健
康問題や疾患、日常の話題についてであった。
表２．ミニ講話のテーマと内容
回 テーマ 内容
第１回 オリエンテーションのため実施せず
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第２回 体育の日の制定理由
体育の日の制定理由と制定日である東
京オリンピックの開会式でのエピソー
ドについて話した。また、10 月 10 日
は、学校保健の領域では「目の愛護デ
ー」となっていることも併せて確認し
た。
第３回 実施せず
第４回 秋の日の熱中症
10 月に仙台で開かれた全日本大学女
子駅伝で２名の選手が熱中症の症状で
レースを中断する事態となった。秋で
も熱中症は起こることがあること、そ
の理由として、暑熱馴化をしていない
ことが考えられると説明した。
第５回
三重県で本シーズン初のインフルエンザ発
症
三重県で本シーズン初のインフルエン
ザでの学級閉鎖が出たことを受けて、
感染症の予防と指定感染症の出校停止
期間を確認した。
第６回 葉酸は赤ちゃんの大切なビタミン
名古屋大学で行われた学校保健学会の
講演「葉酸は赤ちゃんの大切なビタミ
ン」の内容を受けて、妊娠中の十分な
葉酸の摂取は、先天性疾患である二分
脊椎を予防できることを説明した。
第７回 JOY の結核
人気タレントの JOY さんが、結核で入
院していたという新聞記事から、結核
についての説明を行った。
第９回 ２０２１年三重県で国体開催
2021 年、三重県で国民体育大会が開催
されることが事実上決定したことを受
けて、養護教諭として出来ることを考
えた。今の子どもたちが 10 年後に国
体の選手になることが考えられるの
で、今のこどもたちの健康を守る養護
教諭の責務は重要であると説明した。
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図２
３．研究方法
３・１．対象
対象は、鈴鹿短期大学生活コミュニケーション学科生活コミュニケーション学専攻養護教
諭・福祉コースに所属し、平成 23 年度後期の看護学実習Ⅱを履修した女子学生 19 名であった。
被験者には、本研究の意義、目的、方法などを口頭および文書にて説明を行い、同意を得た。
また、対象にした看護学実習Ⅱは、健康診断の実際、救急法、保健室業務の実際および外傷の
対応処置を中心に平成 23 年 10 月 4 日～12 月 6 日までの全 8 回の講義、実習および演習であ
った。
３・２．調査方法
３・２・１．実習時の評価シートによる実習評価
実習時の評価シートを図２に示した。学生は、各回の実習・
演習の終了時に、その回の実習・演習で行った内容の確認、授
業評価および感想を記入した。授業評価は、「よくわかった」
から「わからない」の４件法にて回答し、最も肯定的な回答を
４点とし、以下１点ずつ減点し、各項目および各回の総合の得
点を求めた。数値はすべて平均値±標準偏差（Mean±S.D.）
で示した。また、学生には、授業からわかったこと、そして、
その授業の感想を自由記述にて記述させた。
４．結果
４・１．実習時の自己評価シートによる実習評価
授業評価シートによる実習評価を表２に示した。全８回の授業評価得点は、3.21±0.30 点
であった。最も授業評価の高かった回は、第４回の心肺蘇生法・AED の実際であり、その得
点は、3.61±0.14 点であった。反対に、最も授業評価の低かった回は、第３回の健康診断の
実際（３）健康診断の事後措置―Excel を使った基本的な統計方法―であり、その得点は、
2.41±0.06 点であった。また、全学生の全８回における授業評価の割合を図３に示した。「よ
くわかった」は、211 件（36.2％）、「わかった」は、298 件（51.1％）、「あまりわからない」
は、65 件（11.1％）、そして、「わからない」は、9 件（1.5％）であった。
看護学実習Ⅱ 第 1 回
学籍番号 氏 名
授業内容
1 オリエンテーション
2 健康診断の実際（１）
① 健康診断の実施計画について（健康診断個人票の作成）
② 保健調査・内科・耳鼻科・眼科・歯科・心電図・寄生虫検診の実際（講義）
③ 尿検査・肺活量・握力の実際（講義・実習）
授業のテーマ・ねらいと達成度
達成度（１わからない ２少しわからない ３わかった ４よくわかった）
1 1 2 3 4
2 1 2 3 4
3 1 2 3 4
4 1 2 3 4
5 1 2 3 4
授業からわかったこと・学んだこと
授業後の感想
尿検査・肺活量・握力の測定ができる
2011/9/27
保健調査・内科・耳鼻科・眼科・歯科・心電図・寄生虫検診の実際がわかる
健康診断の実施計画についてわかる
健康診断個人票を工夫して作成することができる
健康診断の準備物がわかる
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表２．授業評価シートによる授業評価得点
回 No. 評価項目 Ｎ
平
均
S.D.
第１回
1 健康診断の実施計画についてわかる 17 3.35 0.49
2 健康診断個人票を工夫して作成することができる 17 3.47 0.62
3
保健調査・内科・耳鼻科・眼科・歯科・心電図・寄生虫検診
の実際がわかる
17 3.06 0.66
4 健康診断の準備物がわかる 17 3.18 0.73
5 尿検査・肺活量・握力の測定ができる 17 3.41 0.51
総 合 17 3.29 0.17
第２回
1
身長・体重・座高の測定意義を理解し、測定することができ
る
18 3.39 0.70
2
さまざまな体格指数を算出し、体格の評価をすることができ
る
18 3.00 0.97
3 聴力検査の測定意義を理解し、測定することができる 18 3.22 0.73
4 視力・色覚検査の測定意義を理解し、測定することができる 18 3.28 0.67
5 自身の健康診断の結果から保健指導を考えることができる 16 3.06 0.77
6
さまざまな健康診断結果のケースにおける保健指導を考える
ことができる
16 3.19 0.75
総 合 18 3.19 0.14
第３回
1 体格測定における基本統計量の算出方法についてわかる 17 2.47 0.80
3 体格測定における相関係数と相関図の作成ができる 17 2.41 0.94
4 各測定項目における有所見率の算出方法がわかる 17 2.35 1.00
総 合 17 2.41 0.06
第４回
1 傷病者発見から意識の確認までの動作ができる 17 3.71 0.47
2 人工呼吸ができる 17 3.41 0.71
3 胸骨圧迫ができる 17 3.71 0.47
4 AED の使用ができる 16 3.63 0.50
総 合 17 3.61 0.14
第５回
1 保健だよりの役割がわかる 15 3.47 0.52
2 保健だよりの作成手順がわかる 15 3.17 0.70
3 担当する月にあった保健だよりの内容を考えることができる 15 3.23 0.62
総 合 15 3.29 0.16
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図３．授業評価の割合
わからない
2%
よくわかった
36%
わかった
51%
あまりわからない
11%
第６回
1 保健室での記録・報告の重要性が理解できる 16 3.44 0.51
2 保健室来室記録紙が工夫して作成できる 16 3.31 0.70
3 体調不良者の対応処置ができる 16 3.06 0.68
4 切傷、擦過傷の対処方法を理解し、実際にできる 16 3.13 0.50
5 鼻出血の対処方法を理解し、実際にできる 16 3.25 0.58
6 熱傷の対処方法を理解し、実際にできる 16 3.19 0.54
総 合 16 3.23 0.14
第７回
1 頭部外傷の対応処置ができる 13 3.15 0.55
2 鎖骨骨折の対応処置ができる 13 3.23 0.73
3 肩関節脱臼の対応処置ができる 13 3.23 0.60
4 熱中症の対応処置ができる 13 3.31 0.63
総 合 13 3.23 0.06
第９回
1 突き指の対応・処置について理解できる 17 3.4 0.49
2 足関節捻挫の対応・処置について理解できる 17 3.3 0.47
3 筋挫傷（肉離れ）の対応・処置について理解できる 17 3.3 0.47
4 膝前十字靭帯の対応・処置について理解できる 17 3.2 0.53
5 RICE 処置ができる 17 3.3 0.47
総 合 17 3.28 0.06
全８回の総合 3.21 0.30
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表３．健康診断実習の課題
◆鈴短小学校保健室でのある日の出来事
◆
鈴短小学校の２学期の体格（身長・体
重）測定が終わった日の放課後、女子ミ
ニバスケット部の顧問のＡ先生が保健室
にやってきました。バスケット部員（５・
６年生）の体格測定の結果をみせてほし
いとのことで、みせたところ、一言「（１
学期よりも）体重が増えていない。よか
った。」と言い、保健室を出て行きました。
さて、この場面からあなたは養護教諭
として何を思い、何を感じ、そして、ど
う行動しますか？
（４００字以上）
４・２．実習課題に対する学生レポート
４・２・１．健康診断実習の課題に対する学生レポート
健康診断（１）から（３）の実習・演習が終了した
際に、学生に対して表３に示した課題を出した。この
課題は、養護教諭として実践的な考える力をみるため
に設定した。課題を出す際、学生にはこの設問には正
解はないこと、そして、現在の考えを素直に記載する
ように指示をした。得られた課題レポートには、学生
の率直な意見が綴られていた。以下に学生のレポート
の原文の一部を掲載する。
◆学生 A さん
体重は、児童の発育や栄養、健康状態が一番反映されやすいと思う。特に小学校から高校生
までは、神経系の発達や呼吸循環器系の発達、筋力の発達といった身体の発育期である。年齢
が増すと共に体重も増えてくる。しかし、この発育の大切な時期に、体重を減らすことを目的
として重度な食事制限により栄養を偏って摂ることは、発育を妨げ、ストレスを増やし、また
は、運動する能力を低下させると考える。このことを顧問の先生にしっかり伝えて改善してい
きたいと思った。また、児童の悩み事や体調管理について養護教諭もしっかりみていくこと、
また、顧問の先生一人で管理するのではなく、養護教諭もサポートしていくこと、何かあれば
気軽に相談してほしいということをしっかり伝え、児童の体調管理を第一に考え、健康で正し
い生活習慣を身につけ、運動が出来る環境をつくり、指導をしたいと思った。
◆学生 B さん
やせなければとか、やせていることが良いという間違った考え方をもってしまい、拒食症に
なってしまう可能性がないとも言えない。さらに、５・６年生の女子児童は初経をむかえたり、
すでに初経をむかえ、周期的に月経がおこっている児童がいると考えられる。体重を増やさな
いようにという指導を受け、児童が体重を増やさないようにしていると、ホルモンバランスが
崩れ、周期的に月経が来なくなったり、ホルモンバランスが崩れたことによって体調を崩して
しまったりすることがあります。ひどい場合には月経が完全に来なくなってしまう場合もある。
そして、体重を気にして生活をすることでストレスが溜まり、身体的にだけでなく、精神的に
も負担となることも考えられる。こういったことを先生がきちんと理解する必要があると思う。
A 先生に体重だけでなく身長にも目を向けてもらい、標準体重程度であることがなぜ望ましい
のか、体重が増えることばかり気にしていると身体にどういった悪影響を及ぼす危険性がある
かを理解してもらい、標準体重程度が良いことを理解してもらえるようにする。そして、児童
に指導し直してもらうように伝える。
４・２・２．保健だより
保健だよりの作成は、より実戦に近いものの作成を目指し、鈴短小学校の保健室が保健だよ
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りを企画、作成し、発行するまでの演習を行った。学生が保健だよりを作成する月を決め、教
員より提示された鈴短小学校の年間行事予定（表４）から、その行事内容にあった保健指導や
その月に合った季節の話題を取り入れ、保健だよりを作成した。学生が作成した保健だよりに
おけるテーマおよび内容を表５に示した。全テーマ数は、68 テーマであり、１人当たり約 3.6
件の記事を掲載していた。テーマの内容は、学校行事に関するもの 16 件、疾患に関するもの
14 件、生活習慣に関するもの 6 件、保健関連行事に関するもの 3 件、月行事予定に関するもの
4 件、からだに関するもの 3 件、季節行事に関するもの 2 件、こころの健康に関するもの 2 件、
応急処置に関するもの 1 件、お知らせに関するもの 16 件、そして、その他 1 件であった。以
下に実際に学生が作成した保健だよりを掲載する。
表４．鈴短小学校年間行事予定
月 学内行事 保健関係行事・季節行事
４月 始業式 入学式
５月 春の遠足 春季健康診断 ゴールデンウィーク
６月 プール開き 歯の衛生週間
７月 林間学校（５年生） 終業式
８月 夏休み
９月 始業式 体格測定 秋季大運動会 救急の日
１０月 工場見学学習（１～４年生） 眼の愛護デー
１１月 修学旅行（６年生） 学習発表会
１２月 終業式 冬休み インフルエンザ予防接種 クリスマス
１月 始業式 体格測定 マラソン大会 お正月
２月 スキー教室（５・６年生） 風邪、インフルエンザ流行時期
３月 ６年生を送る会 卒業式 終業式 耳の日 ひな祭り
表５．保健だよりのテーマ・内容
テーマ 内容 件数 テーマ 内容 件数
学校行事 健康診断 5 件 保健行事 救急の日 1 件
長期休暇の過ごし方 5 件 眼の愛護デー 1 件
宿泊関連行事 4 件 耳の日 1 件
運動会 1 件 からだ 眼について 1 件
マラソン大会 1 件 涙のやくめ 1 件
疾病 インフルエンザ・風邪 11 件 その他 1 件
熱中症 2 件 こころの健康 五月病 1 件
その他疾病 1 件 こころの健康 1 件
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生活習慣 喫煙防止 1 件 応急手当 怪我の処置 1 件
テレビ視聴 1 件 お知らせ 保健室の使用方法 2 件
外出時の注意 1 件 保健室からの連絡 10 件
栄養 3 件 保護者への連絡 4 件
季節の話題 春の七草 1 件 行事予定 月別行事予定 4 件
花粉対策 1 件 その他 自己紹介 1 件
◆学生 C さん
◆学生 D さん
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４・３．評価シートの感想から
各回における学生が記入した評価シートの中にある授業の感想について、表６に一部を掲載
した。
表６．評価シートの感想
回 感想
第１回
講義だけではなく、実際に自分たちで測定を行なうことで、知識をより深めることが
できた。
健康診断個人票を作ったりする作業がおもしろかった。健康診断をするためにいろい
ろな準備が必要だとわかった。器具のことや、準備、方法など、しっかり覚えてスム
ーズに健康診断が行えるようになりたい。
第２回
一人一人の健康診断結果からその児童生徒の生活習慣を見直してあげることができる
ように問診などが大事だと思った。
それぞれの症例に対して問題点を指摘することはできるが、それにどう問診して、ど
う処置していくのかを考えるのは大変だと思った。
第３回
児童の発育状態を把握するためにはパソコンでの情報処理が便利なので、しっかり身
につけていこうと思った。
パソコンを使っての今日の演習は本当に難しかった。情報の授業でもまだ理解できて
いないところが多くてついていくのに必死でした。
第４回長い時間心肺蘇生法をするのはすごく大変だと思った。普段から練習していないと絶
対にできないと思った。
練習時間が多くあったので、自分の苦手なところを集中的にできた。
第５回
保健だよりは先生がそれぞれオリジナルでいろいろな方法を使って作ることができて
楽しいと思った。その中で伝えないといけないことをうまく入れられるように頑張ろ
うと思った。
小学校の時に配布されていた保健だよりを思い出しました。手書きだったのが印象的
です。自分が保健だよりを作成するときは、イラスト、手書き文字、パソコンをうま
く組み合わせて作成したいと思う。
第６回
創傷の対応は１つに決まっていなくて説明するのが難しかった。とりあえず「流水は
大切」ということだけを伝えようと思った。難しい内容だったので本当に知識が大切
だと思った。
これまで学校で保健室来室カードを書いていたが、養護教諭１人１人がそれぞれ考え
て作成しているのだと思った。記入する際は、児童生徒、養護教諭がどこを書くのか
を明確にし、児童生徒のアセスメントをしながら行なうことが大切であると思った。
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第７回
いろんな場面の応急処置があって、実際にできるかどうか自信がないけど、今日の知
識と技術を今後に生かしていこうと思った。
高校の時に運動部のマネージャーをしていて、「熱疲労」になっている選手に水のみ
を飲ませていたことを後悔した。今だったらわかっているのに・・・。
第９回
説明を聞いて理解できたと思っていても実際演習をやってみるとちょっとしたことを
忘れたり、どうしたらいいかわからなくなったり、すごく難しいなと思った。１つ１
つの授業時間を大切にして、技術をしっかり身につけたい。
みんなの前で説明すると言葉や説明の仕方が難しく感じた。また、症状の判断や程度
をみるのが難しいと思ったけど、しっかりいろいろな症状を覚えて、応用していきた
いし、落ち着いてアセスメントをする必要があると感じた。
５．考察
５・１．看護学実習Ⅱにおける新たな試みについて
本実習において、実技の充実と外傷の対応処置の充実を目標に掲げ、新たな試みを行った。
１つは、実技練習の充分な時間確保と実技試験の徹底である。保健室業務では、外傷の対応処
置がどの学校種別においても上位に入っている。特に小学校では、保健室来室者全体の 26.6％
であり、全体の来室者の 1/4 にものぼる。さらに近年、子どもたちの体力低下および運動をす
る子どもとしない子どもの二極化が問題になっている。養護教諭における外傷の対応処置につ
いて、下村は、子どもの状態を把握するための「検診」への自信は、一見してわかるもの以外
は高くないこと、そして、その自信は経験年数とともに高まるわけではないと報告している 7)。
また、武田ほかは、緊急時の「判断」について、養護教諭は困難に感じていると報告している
8)。そして、運動器疾患について、内尾は、約 4 割の養護教諭が実際の運動器疾患の罹患はわ
からないとし、児童生徒、保護者および指導者からの相談に苦慮しているとしている 5)。これ
らのことから、外傷の対応処置について、保健室業務の中で実際に対応する場面は多いが、そ
の対応処置に対して困惑しながら行っていることがうかがわれる。そのため、本実習では 、外
傷への対応処置の実習時間を増やすことによって、さまざまな外傷の症例の対応処置について
時間をかけて学べるようにした。学生の感想には、「いろんな場面の応急処置があって、実際
にできるかどうか自信がないけど、今日の知識と技術を今後に生かしていこうと思った。」
や「症状の判断や程度をみるのが難しいと思ったけど、しっかりいろいろな症状を覚えて、
応用していきたいし、落ち着いてアセスメントをする必要があると感じた。」など、外傷
の対応処置について、この実習の時間の中では充分な実技の習得にはならなかったものの、
今後の実技習得に向けて前向きな感想がみられた。
もう１つは、実習開始前のミニ講義の実施である。このミニ講義は、日常の健康に関する話
題を始めとしてさまざまなことに興味関心を持たせることを目的に、教師の側から話題を提供
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した。内容は、健康や保健に関するものから一般教養に近い内容まで幅広く行ったが、特に、
第 9 回に行った「2021 年、三重県で国体開催」の話題では、10 年間という長い期間の中で、
学生自身が養護教諭としていかに成長し、児童生徒と、そして、社会とどのように関わってい
くかを考えさせる機会となった。また、第６回の「葉酸は赤ちゃんの大切なビタミン」9)では、
日本学校保健学会での講演をもとに、葉酸摂取と二分脊椎の予防について、学生が今後生きる
うえで重要な知識を教授することにより、学生自身の健康を守ることが周囲の人たちへの健康
につながっていることを考えさせる機会となった。このように、実習開始前の５分間で学生た
ちにさまざまな話題を提供し、考える機会を与えたことは、養護教諭としての知識や興味、関
心の幅を広げるものになると考えられる。しかし、このミニ講義の有効性について、詳細な検
討はできていないので、今後さらに検討していきたい。
５・２．授業自己評価シートによる授業評価について
本研究の対象にした看護学実習Ⅱの全８回の講義、演習および実習において、最も授業自己
評値の得点が高かったのは、第４回の心配蘇生法および AED の使用であった。2004 年 7 月に
AED の一般人使用が認められ、AED が学校、公共施設および商業施設などに多く設置される
ようになった。アメリカ心臓協会（American Heart Association, 以下、AHA と記す）のガイ
ドライン 2005 およびガイドライン 2010 にて、心肺蘇生法の方法は大きく変わり、AED を中
心とした救急処置の他に、胸骨圧迫の重要性が強調された。つまり、AED が導入されても心肺
蘇生法、特に胸骨圧迫の技術は養護教諭にとっても必須のものであることに変わりはなく、そ
の技術の充実は実習での大きな目標のひとつとなる。心肺蘇生法および AED の使用の講習に
ついては、多くの学生は夏季休暇中に集中講義として日赤救急法を受講している。そのため、
その実技の一連の流れについて、学生は理解していたため、実習に入りやすかったものと考え
る。しかし、本実習では、心肺蘇生法の人工呼吸および胸骨圧迫の実技を中心に時間をかけて
行った。特に、日赤救急法では行わなかった３サイクル（１サイクル＝胸骨圧迫 30 回：人工
呼吸 2 回）を通して胸骨圧迫と人工呼吸を実施し、その記録を行ったことは、学生にとって技
術をより深く習得することに効果的であったと考えられる。それは、授業の感想にも大きく表
れている。感想の中には、「長い時間心肺蘇生法をするのはすごく大変だと思った。普段か
ら練習していないと絶対にできないと思った。」や「練習時間が多くあったので、自分の
苦手なところを集中的にできた。」など、実技練習についての肯定的な意見が多くみられ、
実習が有益であったことがうかがえる。
一方で、最も授業自己評価の得点が低かったのは、第３回の健康診断の実際（３）健康
診断の事後措置―Excel を使った基本的な統計方法―であった。本学の学生は、1 年前期の
情報処理の授業でワープロソフト（Microsoft Word）を、後期の情報処理の授業で表計算
ソフト（Microsoft Excel）を学ぶ。この演習を行った時には、まだ、情報の授業において
も表計算ソフトの演習の初めであったため、学生の表計算ソフトの理解度が低い状態にあ
ったことが、自己評価が低かった要因であると考える。学生の感想には、「パソコンを使
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っての今日の演習は本当に難しかった。情報の授業でもまだ理解できていないところが多
くてついていくのに必死であった。」などがみられた。しかし、パソコンなどの情報機器
はこれからの教育現場には必須となり、養護教諭も例外ではない。棟方 10)は、子どもと直
接対話し、触れ合う、という養護教諭の特長を排除することなく、業務を整理するための
方法論が求められており、パソコンなどの情報機器は、その実現に関わる基本的な要因に
なるものと考えると述べている。つまり、養護教諭の業務は、多忙化、複雑化が一層進ん
でおり、その業務を円滑に行い、児童生徒との関わりを密にするためには、情報機器の効
果的な活用が必要であり、そのために、実習の中で実務に即した演習を行うことは必要で
あると考える。学生の感想にも「児童の発育状態を把握するためにはパソコンでの情報処
理が便利なので、しっかり身につけていこうと思った。」など、この演習を肯定的に捉え
ているものもみられた。しかし、演習の時期については、再考する必要があると考える。
すなわち、少なくても表計算ソフトの基本動作を習得したのちに、実務に即した演習を行
うことによって、より一層効果が得られるものと考える。
５・３．実習課題に対する学生レポートについて
実習における課題やレポートは、学生がその実習や演習の目的を的確に理解しているかをみ
るのに有効である。今回の実習における課題およびレポートは、養護教諭の実務に繋がるよう
に課題を設定した。保健だよりについては、まず先に学生へ鈴短小学校の月別の学校行事を提
示し、その行事予定を参考にその行事にあった保健指導を学生自ら考えて、保健だよりを作成
した。担当する月も抽選で決めたため、ひとつの月に集中することもなく、その結果、掲載さ
れたテーマは 68 件にものぼり、バラエティー豊かな内容となった。保健だよりは、学校保健
安全計画の中に組み入れられ、学校の実情に合わせて、健康・保健に関する情報を正確に、そ
して、迅速に伝える教育媒体として多くの学校で取り入れられている 11)。本実習では、実際の
養護教諭の職務に合う形で演習の課題を設定した。そのことにより、より実践的で、より効果
的な演習の課題を作成することが可能となった。実際の保健だよりには、提示された行事予定
から保健管理や保健指導の内容を考え、各々工夫して作成する様子がみられた。また、学生の
感想の中には、「小学校の時に配布されていた保健だよりを思い出した。手書きだったのが
印象的である。自分が保健だよりを作成するときは、イラスト、手書き文字、パソコンを
うまく組み合わせて作成したいと思う。」など、実際の現場に出た時を想定した感想がみ
られた。
第１回から第３回で行った「健康診断の実際（１）～（３）」の課題レポートでは、日常の学
校現場で起こる事例を通して、自身で考え、行動する力および養護教諭の専門性について考え
ることを目的に設定した。課題提示の際、表３に提示した課題には正解はないことを伝え、現
在の考えを自由に論じさせた。実際のレポートの中には、養護教諭の専門性や職務から児童生
徒や顧問のＡ先生に対する考えについての記述が多数みられた。学校教育法 37 条に「養護教
諭は児童生徒の養護をつかさどる」との条文がある。養護の職務の一つに児童生徒の健康に関
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することについての保健指導があるが、これまでは児童生徒への保健指導を中心に行ってきた。
しかし、今後は、教員や部活動の指導者に対して行うことも必要になってくるものと考えられ
る。そのために、養護教諭は、その専門性を広げ、そして、より高めることが必要となる。今
回の課題レポートにも、「顧問の先生一人で管理するのではなく、養護教諭もサポートしていく
こと、何かあれば気軽に相談してほしいということをしっかり伝え、児童の体調管理を第一に
考え、健康で正しい生活習慣を身につけ、運動が出来る環境をつくり、指導をしたいと思った。」
との意見もあり、実践的な課題レポートが養護教諭としての考え方を作り、実践していく基礎
になるものと考えられる。
おわりに
看護学実習Ⅱの実習展開について、「実技が出来ること」および「新しい養護教諭の育成」
を目的に新たな試みを実施した。実技について基礎的な知識を持ち、実技の練習時間を充分確
保し、繰り返し練習をすることが、実技への自信へとつながり、授業自己評価も高い結果とな
った。また、養護教諭の実務に近い演習や課題を行うことは、養護教諭の専門性について考え
ることにつながり、演習や課題を通して、養護教諭としての考え方や実践の基礎をつくるもの
と考えられる。
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